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研究成果の概要（和文）：  我々が開発したイムノクロマトキット,　multiplex RT-PCRと遺伝子解析を用い、タイ、
バングラデシュ、インドネシアで小児の下痢症ウイルスの分子疫学を行った。わが国と異なり、ロタウイルスの頻度が
多かった。世界的に新しいノロウイルス株の流行が広がっていた。サフォ－ドウイルス、コサウイルス、ボカウイルス
なども見出した。
  さらにベトナム国で小児の呼吸器感染の遺伝子診断を行ない、RSウイルス、ライノウイルス、ヒトパレコウイルスが
それぞれ特徴を持って見られた。風疹ワクチンの普及が遅れているベトナムでは常時風疹が見られた。総じてアジアの
感染症がわが国と連動していることがわかった。

研究成果の概要（英文）： We studied the molecular epidemiology of diarrheal viruses in children in 
Thailand, Bangladesh and Indonesia by using immunochromatograpy, multiplex RT-PCR and sequencing which we 
developed. Rotavirus was found mostly. That is different from Japan. New variants of norovirus were found 
to be spreading in the world. Saforld virus, cosavirus and bocavirus were detected in small numbers.
 We diagnosed respiratory infections in Vietnam by genetic analyses. RS virus, rhinovirus and human 
parechovirus were common and some interesting results were recognized. Rubella infection was diagnosed 
genetically and still important disease in Vietnam. 　In conclusion, virus infections of Asia linked 
Japan generally.

研究分野： 小児感染症
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１． 研究開始当初の背景 
アジアの多くの途上国では、感染症によ

る死亡が多い。細菌感染症の診断は培養法な
どが行われるが、ウイルス感染症の診断は今
まで十分に行うことが出来なかった。我々は
ウイルス診断をより迅速に簡易に行うイム
ノクロマト法や同時に多種のウイルスを検
出する multiplex RT-PCR を開発した。これ
らの方法によって診断や分子疫学が広く行
えるようになってきた。下痢症ウイルス、呼
吸器ウイルス、中枢神経ウイルスについて広
範なウイルス検査システムは作られていな
かった。さらにインフルエンザ、ノロウイル
スなどの変異流行株に対する診断、ヒトボカ
ウイルス、ヒトパレコウイルス、サフォード
ウイルスなどについてもアジアでの報告は
なかった。今まで、わが国の研究者による子
どもを視点とした継続的なアジアの感染症
の研究は殆どなされていない。 
 
２．研究の目的 
  我々の開発した multiplex RT-PCR、ム
ノクロマトキットを用い、アジアの小児ウイ
ルス性呼吸器感染症、下痢症、脳炎・脳症を
診断し、病院での臨床に役立てる。特に今ま
でアジアで検出のなかった新しいウイルス
（上述）や流行ウイルス（エンテロウイルス
起因脳炎、デング、風疹、麻疹）を検出し、
疾患の頻度および社会的な重要度を調べる。
さらに分子系統樹により、途上国とわが国あ
るいは他の先進国間でのウイルスを比較す
る。新しい遺伝子型、組み換え、突然変異な
どの発見を行う。同時に開発したロタウイル
ス・ノロウイルス・サポウイルス・アストロ
ウイルスのイムノクロマト法のアジアでの
有用性を検討する。詳細に解析したウイルス
の性状と臨床症状との関係も検討する。 
 
３．研究の方法 
  アジアから来た大学院生の国を中心に、
現地で採取した糞便、咽頭スワブ、血液、髄
液などを、現地で不活化し安全な方法でわが
国に輸送する。また現地で、イムノクロマト
キットなどの迅速診断法をもちいてその有
用性を評価するとともに臨床成績もまとめ
る。輸送した検体は multiplex RT-PCR など
の遺伝子診断を行なうとともに、必要に応じ
て遺伝子解析を行う。従来の迅速診断法では
検出できないウイルスについてはウイルス
培養、人工的なウイルス様粒子の作製などを
行い新しい診断キット作製の材料とする。 
 
４．研究成果 
(1)呼吸器感染：2010-2011 年のベトナム ホ
ーチミン市小児病院での入院 1082 例の呼吸
器感染についてまず、multiplex  RT-PCR で
原因ウイルスを調べた。スクリーニングの後
に各々のウイルスについてさらに詳細に調
べた。ボカウイルスは 7％に、年間を通じ見
られた。重症感染もあった。重感染が 67％で

あった。インフルエンザウイルスは 3％で
H3N2 は雨季に、パンデミック H1N1 は乾季に
多く見られた。多くはオセタミビル感受性で
あった。ベトナムで新奇なインフルエンザウ
イルスが見出されることがあるので常時の
サーベイが必要である。RS ウイルスは 24％
に見られた。A2 が多く B 型の BA9 と BA10 も
あった。RS ウイルスのワクチンの必要性が感
じられた。ライノウイルスは 30％に見られ 2
歳以下に多く A型が主であった。重症の呼吸
器障害例があった。先天性風疹症候群が相変
らず見られ遺伝子型は２B であった（ベトナ
ム最初の分子疫学的報告）。アジアにおける
ウイルス性呼吸器疾患に対する対策がベト
ナムの分子疫学調査から明らかになった。 
(2）胃腸炎 
①2010-2011 年のタイ・チェンマイ市で小児
のウイルス性下痢症の分子疫学を行った。
411 検体中 50%が陽性で、ノロウイルス GII
（異なる遺伝子型）が 16％、A群ロタウイル
スが 15％、ヒトボカウイルスが 6％、アデノ
ウイルスが 5％、エンテロウイルスが 4％、
ヒトパレコウイルスが 1％であった。アスト
ロウイルス、サフォールドウイルス、サポウ
イルス（GI.1）、アイチウイルス、コサウイ
ルスは 1％以下であった。ロタウイルスは
G1P[8]が 45％、G9P[8]が 36％であった。ノ
ロウイルスは GII.4 の 2010 変異株が多くを
占めた。タイの成人からはウイルスの 5%が陽
性であった。人獣共通感染症の関連から仔ブ
タの胃腸炎で新奇なウイルスとして G3P[23]、
G9P[23]が見出された。また Aichivirus C を
見出した。ヒト動物間のリアソータントロタ
ウイルスが見出された。異なる小児の検体で
細菌特にカンピロバクターと重感染が見ら
れた。 
②2013-2014 年インドネシア・マナドの小児
科病棟で 441 検体中 60%がウイルス陽性で A
群ロタウイルスが 60%、ノロウイルス GII が
17%、他にアストロウイルス、サポウイルス
など 9ウイルスが僅かに見つけられた。ロタ
ウイルスが年間を通じて多く見られた。 
③2014 年にバングラデシュでウイルス性下
痢症の調査ではロタウイルスとノロウイル
スの迅速診断法（イムノクロマト）と分子疫
学の成績は良く一致した。171 例中、ロタウ
イルスが 20%、ノロウイルス GII が 4%であっ
た。コレラ、赤痢、カンピロバクターとの混
合感染もあった。 
（3）中枢神経感染症：中枢神経感染症、特
に ア ジ ア に 見 ら れ る 感 染 症 に 対 し て
multiplex RT-PCR の検出系を確立した。今の
ところ共同研究が可能な相手国は見出して
いない。ただ国内においては幾つかの大学病
院から神経患者の髄液、血液、便などが依頼
されている。 
以上のことからイムノクロマト法とともに
multiplex RT-PCR、遺伝子解析が有用な手段
として用いることができた。呼吸器疾患では
ライノウイルス、RS ウイルスがインフルエン



ザと同様重要なウイルスであることがわか
った。今後、肺炎などの下気道感染に関して
も行う予定である。アジアの国々ではロタウ
イルスの感染が大きいことを示した。このこ
とはウイルスの種類による重症度とも関係
しているように思えた。またアジアでは日本
では検出されない新奇は変異株が見られた。
しかしながらこれが大きな流行とは繋がっ
ていない。今後とも分子疫学的検索は必要で、
今後ワクチンがこれらの国で導入された場
合の基盤を作っておく必要がある。 
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